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一
六
二

『拜

月

亭
』
傳

奇

流

傳

考

岡

崎

由

美

は
じ
め
に

一
、
金
朝
故
事
の
系
譜

二
、
宋
朝
故
事
の
系
譜

①
傳
奇
小
設

『龍
會
蘭
池
録
』

②
弋
陽
腔
系

『拜
月
亭
』

③
地
方
戯

④
既
唱
俗
曲

お
わ
り
に

は
じ
め
に

西
暦
千
二
百
十
四
年
、
金
の
宣
宗
の
時
、
元
の
侵
略
を
う
け
た
金
王
朝
は
中
都

(北
京
)
か
ら
南
京

(沛
梁
)

へ
の
邏
都
を
決
行
し
、
皇
帝
以
下
中
都
の
民
は
戰
亂

の
中
を
南

へ
追
わ
れ
た
。
『荊
釵
記
』
『
劉
知
遠
白
兎
記
』
『
殺
狗
記
』
と
並
ん

で

四
大
南
戯
と
稱
さ
れ
る

『拜
月
亭
』
は

こ
の
史
實
に
取
材
し
、
才
子
佳
人
の
悲
歡

離
合
を
描
い
て
い
る
。

金
の
遷
都
に
よ
っ
て
抃
梁
を
目
指
し
て
迸
難
す
る
中
都
の
霄
生
蒋
世
隆
は
、
曠

野
で
妹
瑞
蓮
を
見
失
な
う
。
瑞
蓮
の
名
を
呼
ぶ
世
隆
の
前
に
、
母
親
と
は
ぐ
れ
た

王
瑞
蘭
が
蓮
と
蘭
を
聞
き
違
え
て
現
れ
る
。
金
の
尚
書
令
媛
瑞
蘭
は
、
女

一
人
の

心
細
さ
に
世
隆
と
族
す
る
う
ち
、
磁
州
廣
陽
鎭
招
商
店
で
契
り
あ
う
。
折
し
も
邊

塞

へ
使
い
し
て
來
た
王
爾
書
は
招
商
店
で
娘
瑞
蘭
を
見
つ
け
、
病
床
に
伏
し
た
世

隆
の
も
と
か
ら
無
理
や
り
連
れ
去

っ
て
し
ま
う
。

一
方
、
世
隆
の
妹
瑞
蓮
は
瑞
蘭

の
母
と
連
れ
に
な
り
、
孟
津
驛
で
尚
書

一
行
に
合
流
す
る
。
無
事
沖
梁
に
着
く
も

瑞
蘭
の
心
は
晴
れ
ず
、
密
か
に
月
を
拜
し
て
世
隆
の
無
事
を
所
る
。
そ
れ
を
瑞
蓮

が
見
と
が
め
、
互
い
に
身
の
上
を
明
か
す
。
さ
て
世
隆
は
、
義
兄
弟
の
固
め
を
し

た
陀
滿
興
幅
と
沐
梁
で
金
王
朝
の
科
擧
に
應
じ
、
世
隆
は
文
状
元
、
興
輻
は
武
状

元
に
な
る
。
王
倚
書
は
娘
瑞
蘭
と
瑞
蓮
に
文
武
状
元
の
婿
を
迎
え
ん
と
し
、
そ
れ

が
契
機
と
な

っ
て
瑞
蘭
世
隆
は
再
會
し
、
瑞
蓮
は
興
幅
に
嫁
ぐ
。

こ
れ
が
、

一
般

に
知
ら
れ
る

『
拜
月
亭
』
傳
奇
の
物
語
展
開
で
あ
る
。

元
來
、
元
の
關
漢
卿
の
作
で
あ
る

『閨
怨
佳
人
拜
月
亭
』
雜
劇
を
元
末
明
初
の

頃
南
戯
に
改
變
し
た
と
い
わ
れ
る
こ
の
戯
曲
は
、
改
變
當
時
の
原
本
こ
そ
傳
わ

っ

て
い
な
い
が
、
萬
暦
頃
か
ら
數
種
の
校
訂
本
が
刊
行
さ
れ
て
定
本
化
の
道
を
た
ど

る
な
か
・
こ
の
隴
餤
が
定
着
し
た
・

『拜
月
亭
』
で
は
、
金
の
遷
都
と
い
う
時
代
設
定
が
物
語
の
形
成
に
大

き
く
關

與
し
て
い
る
。
こ
の
設
定
に
沿

っ
て
登
場
人
物
の
素
姓
は
説
き
お
こ
さ
れ
、
避
難



の
地
理
的
移
動
と
時
間
軸
に
從

っ
て
出
會
い
や
別
れ
が
進
展
す
る
。
物
語
を
受
け

入
れ
、
又
傳
え
る
營
み
は
、
「
い
つ
ど

こ
で
誰
が
何
を
し
た
」
と
い
う
筋

の
み
な

ら
ず
、
筋
を
釀
成
す
る
設
定
の
發
想
も
含
め
て
、
元
曲
か
ら
南
戯
に
繼
承
さ
れ
た

わ
け
で
あ
る
。
從
來
の

『
拜
月
亭
』
研
究
も
お
お
む
ね
元
曲
か
ら
南
戯

へ
の
、
全

幕
逋
し
て
殘
る
全
本
の
範
圍
で
、
金
代
の
金
の
國
土
を
舞
毫
に
し
た
金
朝
人
の
戀

物
語
の
展
開
に
沿

っ
て
、
改
變
の
樣
相
や
版
本
の
考
察
が
な
さ
れ
て
來
た
。

と
こ
ろ
で
、
『拜
月
亭
』
の
物
語
は
、
こ
の
よ
う
に
全
本
定
着
化
が
進

行
す

る

一
方
で
、
斷
片
韵
に
せ
よ
地
方
に
傳
播
し
、
そ
の
土
地
の
言
葉
や
メ
ロ
デ

ィ
で
唱

わ
れ
、
又
、
小
説
や
説
唱
文
藝
と
い

っ
た
戯
曲
以
外
の
ジ

ャ
ソ
ル
に
も
殘

っ
た
。

こ
れ
ら
の
存
在
及
び
南
戯
と
の
相
違
點
は
そ
の
都
度
觸
れ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
物

語
が
首
尾
完
結
し
て
殘

っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
零
碎
な
斷
片
韵

資
料
ば
か
り
で
あ
る
爲
か
、
參
考
と
し
て
提
示
さ
れ
る
事
は
あ

っ
て
も
、
全
體
韵

な

『拜
月
亭
』
流
傳

の
系
譜
に
、
系
統
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
は
な
か
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の

『
拜
月
亭
』
物
語
は
、
定
本
化
し
て
ゆ
く
全
本

『
拜

月
亭
』
傳
奇
の
脈
流
と
ど
の
よ
う
な
關
係
で
、
ど
の
よ
う
に
受
容
繼
承
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
從
來
あ
ま
り
顧
ら
れ
な

か
っ
た
地
方
戯
曲
、
小
説
、
説
唱
俗
曲
の
資

料
を
も
含
め
て
、
『
拜
月
亭
』
の
受
容
繼
承
の
あ
り
方
と
、
そ
れ
を
傳
え
る
文
藝

メ

デ

ィ
ア
を
關
係
づ
け
な
が
ら
、
流
傳

の
樣
相
の
比
較
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
金
朝
故
事

の
系
譜

現
存
最
古
の

『
拜
月
亭
』
戯
曲
は
、
『
元
刊
雜
劇
三
十
種
』
所
收
の
關
漢
卿
撰

『閨
怨
佳
人
拜
月
亭
』
で
あ
る
。
話
の
筋
は
、
今
さ
ら
詳
読
す
る
ま
で
も
な
か
ろ

う
。
金
王
朝
の
中
都
か
ら
沖
梁
へ
の
遷
都
を
背
景
に
、
金
の
高
官
令
嬢
瑞
蘭
と
中

都
の
書
生
蒋
世
隆
が
、
旅
途
夫
婦
の
契
り
を
結
ぶ
も
瑞
蘭
の
父
に
よ
っ
て
仲
を
裂

『拜
月
亭
』
傳
奇
流
傳
考

か
れ
、
瑞
蘭
の
拜
月
の
所
り
が
通
じ
て
、
状
元
に
合
格
し
た
世
隆
が
妻
や
妹
と
再

會
團
圓
す
る
經
緯
は
、
既
に
こ
の
段
階
で
出
來
上
が

っ
て
い
る
。
但
だ
、
瑞
蘭
の

姓
氏
、
陀
滿
興
輻
の
名
、
招
商
店
の
場
所
等
具
體
韵
な
固
有
名
詞
は
、
テ
キ
ス
ト

セ
リ
フ

中
に
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
賓
白
の
記
述
が
稀
少
で
、
歌

詞
と
主
唱
者
正
旦
の
セ
リ
フ
以
外
は
、
メ
モ
程
度
の
ト
書
き
で
演
出
を
進
め
る
。

現
場
の
俳
優
向
け
の
實
用
韵

シ
ナ
リ
オ
の
形
を
呈
す
る
。
こ
の
、
口
傳
と
ア
ド
リ

ブ
の
カ
を
充
分
に
潜
め
た
テ
キ
ス
ト
は
、
そ
れ
で
も

「曠
野
奇
逢
」
「
招
商
諧
偶
」

「隆
蘭
拆
散
」
「拜
新
月
」
「
雙
雙
成
親
」
と
い
っ
た
物
語
の
骨
幹
を
、
既

に
歌
中

幾
度
も
繰
り
返
さ
れ
る

「中
都
か
ら
汁
梁

へ
南
遷
」

の
設
定
に
乘
せ
て
逡
り
出
し

て
い
る
。

『拜
月
亭
』
の
物
語
は
、
雜
劇
に
代
わ
っ
て
南
戯
が
勢
い
を
強
め
る
中

で
、
他

の
多
く
の
雜
劇
演
目
同
樣
、
南
戯
の
演
目
に
吸
收
さ
れ
た
。
元
の
天
暦
至
正
間
の

ハ
ユ
リ

(
2
)

南
曲
曲
譜
に
據

っ
て
編
纂
さ
れ
た

『
彙
纂
元
譜
南
曲
九
宮
正
始
』
收
録
の

『
拜
月

亭
』
殘
曲
は
、
「元
傳
奇
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
元
末
に
は
南
戯

に
繼

承

さ
れ
た

『拜
月
亭
』
は
、
そ
の
當
時
の
原
本
が
傳
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
長
く
流
傳

の
痕
跡
を
く
ら
ま
せ
て
い
た
が
、
明
萬
暦
年
間
に
至

っ
て
終
始
結
梅
揃
っ
た
全
本

が
續

々
と
刊
行
さ
れ
る
。

南
戯

『
拜
月
亭
』
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
既
に
車
錫
倫
氏

「南
双

『拜
月
亭
』

韵
作
者
和
眠
縄
」
及
び
兪
爲
民
氏

「軣

鐸

月
亭
』
作
者
和
版
本
考
圏

に
・

現
存
の
南
戯

『
拜
月
亭
』
全
本
七
種
の
版
本
考
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
七
種
と

は
、
世
徳
堂
刊
四
十
三
齣
本
と
、
李
卓
吾
批
評
容
與
堂
本
、
文
林
閣

『繍
谷
演
劇
』

本
、
汲
古
閣

『六
十
種
曲
』
本
、
師
儉
堂

『六
合
同
春
』
本
、
徳
壽
堂
本

(暖
紅
室

『彙
刻
傳
奇
』)、
凌
延
喜
本

(武
進
渉
園
影
印
)
の
四
十
齣
系
六
種
で
あ
る
。
容
與
堂

本
、
汲
古
閣
本
、
師
儉
堂
本
は
題
を

『幽
閨
記
』
と
す
る
。

こ
こ
で
、
以
下
の
論
を
進
め
る
爲
に
先
行
諸
論
を
ふ
ま
え
て
些
か
整
理
し
て
お

一
六
三

广
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、
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會
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第
三
十
九
集

き
た
い
。
四
十
齣
系
の
中
で
も
、
容
與
堂
本
と
徳
壽
堂
本
は
第
二
齣
と
第
十

一
齣

の
曲
牌
に
入
れ
換
え
が
あ
り
、
凌
延
喜
本
は
沈
環
の
舊
本
を
參
照
に
用
い
て
、
嚴

密
に
言
え
ば
些
か
系
統
を
異
に
す
る
が
、
そ
れ
を
上
回

っ
て
、
世
徳
堂
本
と
そ
の

他
の
四
十
齣
本
六
種
は
大
き
く
異
な
る
。

ま
ず
、
四
十
三
齣
と
い
う
幕
構
成
の
根
本
的
差
異
は
、
各
齣
の
曲
牌
構
成
及
び

情
節

の
差
異
に
直
接

つ
な
が

る
。
世
徳
堂
本
の
第
十
六
、
十
七
、
十
八
折

(世
徳

堂
本
は

「折
」
を
以
て
示
す
)
は
、
四
十
齣
系
の
第
十
六
齣
に
收
め
ら
れ
る
。

そ
れ

で
も

「
拜
月
」
の
場
面
ま
で
は
、
曲
牌
及
び
文
辭
に
か
な
り
の
出
入
り
が
あ
る
も

の
の
各
齣
を
野
應
さ
せ
る
事
が
出
來
る
ボ
、
以
下
は
そ
れ
も
不
可
能
な
程
異
な

っ

て
來
る
。
使
わ
れ
る
曲
牌
が
全
く
異
な
り
、
歌
わ
れ
る
内
容
も
異
な
る
。

部
ち
、
後
牛
で
は
情
節
も
違

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
世
徳
堂
本
で
は
、
世
隆
が

王
爾
書
の
縁
談
を
承
諾
し
て
し
ま
う
が

(第
三
十
九
折
)
、
四
十
齣
本
で
は
あ
く
ま

で
拒
絶
す
る
。
兪
爲
民
氏
は
、
こ
の
違

い
に

「誤
接
絲
鞭
」
の
場
面
を
示
唆
す
る
。

明

・
凌
濛
初
の

『南
晋
三
籟
』
戯
曲
下

〔越
調
小
桃
紅
〕
曲
の
總
評

に
、

「時
本

は
な
は

と
絶
だ
異
な
る
」
沈
理
抄

『拜
月
亭
』
不
全
舊
[本
を
擧
げ
、

皆
錯
訛
零
落
し
、
讀
む
能
は
ざ
る

に
至
る
。
獪
ほ
讀
む
可
き
者
は
、
惟
だ
遞

絲
鞭

一
折
、
及
び
此
の
套

(越
調
小
桃
紅
)
の
み
。
爾
時
之
を
録
せ
ざ
る
を
惜

し
む
も
幸
ひ
に
此
の
套
譜
中
の
收

む
る
所
と
爲
る
。
故
に
復
た
之
を
表
出
す

る
を
得
た
り
。
其
の
曲
中
應
答
の
情
篩
は
蓋
し
遞
鞭
の
時
、

二
人

(世
隆
、

興
頭
)
皆
受
く
る
に
因
り
て
、
團
圓
の
折
、
王
反

っ
て
蒋
の
違
盟
受
鞭
を

怒

る
は
、
故
復
た
許
く
の
如
き
宛
委
有
り
。

と
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
。
世
隆
の

「接
絲
鞭
」
(縁
談
の
承
諾
)
を
と
が
め
て
、
自
分

と
い
う
も
の
が
有
り
な
が
ら
何
故
相
手

の
わ
か
ら
ぬ
縁
談
を
承
知
し
た
と
瑞
蘭
が

怒
る
演
出
は
、
こ
の
時
既
に
舊
本
か
ら
推
測
す
る
し
か
な
か

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
演
出
は
、
元
曲
の
第
四
折
に
始
ま

っ
て
、
『彙
纂
元
譜
南
曲
九
宮

正

始
』
や

一
六
四

(
5
)

嘉
靖
本

『舊
編
南
九
宮
譜
』

の
越
調
過
曲

〔
二
犯
排
歌
〕
及
び

〔五
般
宜
〕
に
繼

承
さ
れ
、
舊
拜
月
亭
に
は
存
在
し
て
い
た
。
世
徳
堂
本
も
舊
本
の

〔小
桃
紅
〕
曲

を
第
四
十
三
折
に
殘
し
、
「接
絲
鞭
」
の
痕
跡
も
あ
る
。
但
し
、
瑞
蘭
が

怒
る
場

面
そ
の
も
の
は
既
に
無
い
。

『
九
宮
正
始
』
『舊
編
南
九
宮
譜
』
に
殘
る
舊
拜
月
亭
の
曲
は
、
文
辭
の
面
で
も

世
徳
堂
本
の
方
が
近
く
、
四
十
齣
系
は
改
變
甚
し
い
。
『九
宮
正

始
』
は

『拜
月

亭
』
の
曲
を
亘

二
十
三
支
牧
録
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
世
徳
堂
本
に
の
み
見
え

る
曲
が
八
種
九
支
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が

「
拜
月
」
の
揚
面
以
降
の
曲
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
見
る
に
、
世
徳
堂
本
は
原
本
通
り
で
は
な
い
に
し
て
も
、
四
十
齣
本

よ
り
舊
拜
月
亭
の
面
影
を
よ
く
残
し
た
、
舊
本
に
近

い
テ
キ
ス
ト
と
い
え
る
。

世
徳
堂
本
は
文
辭
も
素
朴
通
俗
で
、
四
十
齣
本
と
は
聲
律
の
合
わ
な
い
部
分
が

多
い
。
第
四
十
三
折

〔尾
聲
〕
で
は

饂
醸
就
全
新
戯
文

書
府
番
謄
燕
都
舊
本

と
、
書
府

(書
會
)
の
改
作
を
示
唆
し
て
お
り
、
實
際
の
上
演
と
結
び
つ
い
た
實

用
的
脚
本
の
性
格
が
張

い
。

一
方
、
四
十
齣
諸
本
は
、
李
卓
吾
、
羅
懋
登
、
陳
繼

儒
等
當
時
の
名
の
あ
る
文
人
の
校
閲
に
よ
る
も
の
で
、
美
辭
麗
句
が
多
用
さ
れ
、

讀
曲
に
供
す
る
讀
み
物
指
向
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
四
十
齣
本
が
續

々
出
版
さ
れ

る
中
で
、
世
徳
堂
本
を
直
接
受
け
繼

い
だ
も
の
に
、

　
ど
り

新
刊
分
類
出
像
陶
眞
選
粹
樂
府
紅
珊

明

・
秦
淮
墨
客

〔紀
振
倫
〕
選
輯

明
萬
暦
壬
寅

(
一
六
〇
二
)
唐
振
吾
刊

清
嘉
慶
庚
申

(
一
八
○
○
)
積
秀
堂
覆
刻
本

の
第
十
卷
邂
逅
類

『拜
月
亭
』
散
齣

「蒋
世
隆
曠
野
遏
王
瑞
蘭
」
(目
録
題

「蒋
世

隆
曠
野
奇
逢
」)
が
あ
る
。
曲
牌
構
成
、
文
辭
共
に
四
十
齣
本
か
ら
は
か
け
離
れ
、

世
徳
堂
本
に
據
る
。
凡
例
で
學
唱
者
に
封
し
て
細
か
に
歌
唱
の
技
術
を
数
示
し
て



お
り
、
實
際
の
歌
唱
の
用
に
供
す
る
意
圖
を
以
て
編
集
さ
れ
た
と
思
し
い
。
ロ
承

傳
播
に
生
き
る
世
徳
堂
本
の
側
面
を
見
る
こ
と
が
出
來
よ
う
。

南
戯
に
改
作
さ
れ
た
元
末
か
ら
世
徳
堂
本
ま
で
の
間
、
舊
拜
月
亭
は
文
字
テ
キ

ス
ト
の
定
着
力
が
弱
く
、
爲
に

『拜
月
亭
』
流
傳

の
痕
跡
を
た
ど
る
に
は
長
い
ブ

ラ
ン
ク
が
あ

っ
た
が
、
四
十
齣
本
が
績
々
と
出
て
、
本
來
の
姿
が
ど
う
で
あ
れ
、

文
字
テ
キ
ス
ト
に
腰
を
落
ち
着
け
た
。
舊
拜
月
亭
と
新
拜
月
亭
の
分
け
目
に
は
、

文
辭
内
容
の
差
異
の
み
な
ら
ず
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
固
着
力
の
強
さ
弱
さ
と
受

容
繼
承
す
る
メ
デ

ィ
ア
の
あ
り
方
が
關
わ

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
南
戯
が
讃
書
人

の
鑑
賞
に
耐
え
、
讀
曲
と
い
っ
た
受
容
の
か
た
ち
が
現
れ
て
來
た
事
、
崑
山
腔
の

隆
盛
に
よ
る
聲
律
重
靦
の
戯
曲
理
論
が
構
築
さ
れ
て
來
た
事
、
及
ひ
出
版
事
業
の

隆
盛
等
を
背
景
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
種

々
の
改
變
を
經
て
も
、
全
本
定
着
化

へ
の
反
復
過
程
に
は
、
爾
ゆ

る
ぎ
な
く
繼
承
さ
れ
る
系
譜
の
基
本
韵
枠
組
み
が
あ

っ
た
。
元
曲
以
來
、
新
舊
拜

月
亭
を
通
し
て
今
日
の
崑
曲
ま
で
、
金

王
朝
の
人
々
を
描
い
た
物
語
と
し
て
傳
わ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
宋
朝
故
事

の
系
譜

①
傳
奇
小
読

『龍
會
蘭
池
録
』

萬
暦
年
間
に
、
「通
俗
類
書
」
と
逋
稱
さ
れ
る

一
定
の
編
集
形
式
を
持

っ
た
書

物
が
次
々
と
刊
行
さ
れ
る
。
孫
借
第
氏
は

『
日
本
東
京
所
見
小
観
書
目
』
卷
六
明

清
部
五
で
諸
體
小
説
之
外
、
問
以
書
翰
、
詩
話
、
稍
記
、
笑
林
、
用
意
在
雅
俗
共
賞

と
解
読
し
て
い
る
。

一
般
に
版
式
を
上
下
二
層
に
分
け
、
片
方
を
雜
纂
、
片
方
を

當
時
の
長
篇
丈
言
小
説
に
あ
て
る
。

こ
の
長
篇
文
言
小
説
も
萬
暦
出
版
物
中
の
大

『拜
月
亭
』
傳
奇
流
傳
考

(
7
)

き
な
特
徴
で
馬
單
刊
發
行
も
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
從
來
の
文
言
小
訟
の
枠
を
越

え
た
、
四
、
五
萬
字
の
規
模
を
持
つ
。
か
く
も
長
大
な
文
言
小
説
が
こ
れ
ほ
ど
密

集
し
て
刊
行
さ
れ
た
現
象
は
、
前
に
も
後
に
も
な
か
ろ
う
。

こ
の
通
俗
類
書
の
う
ち
二
種
に
、
『拜
月
亭
』
の
物
語
を
描
い
た
長
篇

文
言
小

説
が
見
え
る
。

一
つ
は
、

(
8
)

新
刻
京
臺
公
餘
勝
覽
國
色
天
香

(内
閣
文
庫
藏
)

明

・
謝
友
可
撰

呉
敬
所
編

萬
暦
十
五
年

(
一
五
八
七
)
謝
友
可
序

萬
暦
二
十
五
年

(
一
五
九
七
)
周
氏
萬
卷
樓
重
刊
本

卷
一
下
層

「龍
會
蘭
池
録
」

も
う
一
つ
は
、

選
鎮
騒
壇
撫
粹
嚼
麝
譚
苑
繍
谷
春
容

(東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
)

明

・
起
北
齋
赤
心
子
輯

萬
暦
間
世
徳
堂
刊
本

卷

一
上
層

「龍
會
蘭
池
全
録
」

同
書
異
本
で
あ
る
。
字
句
に
は
か
な
り
異
同
が
あ
る
。
『繍
谷
春
容
』
本

『龍
會

蘭
池
全
録
』
で
は
、
『國
色
天
香
』
本
中
の
挿
入
詩
詞
が
相
當
創
除
さ
れ
て
お
り
、

「又
詩
云
」
と
二
首
の
詩
詞
を
つ
な
ぐ
部
分
で
、
先
行
の

〔柳
害
稱
〕
詞
を
創
除

　

し
て
尚
、
「又
詩
云
」
が
殘
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
他
の
部
分
で
は
、

先
行

　

の
詩
を
創

っ
た
場
合
、
「又
云
」
は
創
除
に
合
わ
せ
て
訂
正
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
の
部
分
は
調
整
を
忘
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
從

っ
て
、
『國
色
天
香
』
版
は

『繍

谷
春
容
』
版
に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
龍
會
蘭
池
録
』
(以
下
内
閣
文
庫
藏

『國
色
天
香
』
版
に
據
る
)
の
題
名
は
、
主
人

公
世
隆
の

「隆
」
(龍
)
と
ヒ
ロ
イ
ン
瑞
蘭
の

「蘭
」
を
組
ん
だ
趣
向
で
あ
ろ
う
。

話

の
内
容
は

『拜
月
亭
』
傳
奇
を
描
い
た
も
の
だ
が
、
情
節
展
開
は
、
特
に
後
牛

一
六
五



日
本
中
國
學
會
報

第
三
十
九
集

部
分
、
南
戯
か
ら
甚
し
く
逸
脱
す
る
。
の
み
な
ら
ず
、
舞
蘯
や
人
物
の
設
定
も
南

戯
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
以
下
に
樹
照
し
て
お
き
た
い
。

〈
舞
臺
設
定
〉

(拜
)
金
・・中
都
↓
沐
梁

(龍
)
南
宋
:
沖
梁
↓
臨
安

(杭
州
)

〈
人
物
設
定
〉

の
ち

①

(
拜
)
蒋
世
隆

・中
都
の
書
生
、
後
金
朝
の
状
元

の
ち

(龍
)
蒋
世
隆
:
沖
郡
の
書
生
、
後
南
宋
の
状
元

②

(拜
)
王
瑞
蘭
:
金
の
尚
書
王
鎭

の
娘

　

(龍
)
黄
瑞
蘭

・宋
の
尚
書
黄
復

の
娘

③

(拜
)
張
夫
人
:
瑞
蘭
の
母

　

(龍
)
湯
夫
人
・
瑞
蘭
の
母

④

(拜
)
陀
滿
興
輻

・金
の
も
と
宰
相

の
息
子

(龍
)
蒲
掾
興
輻
:
金
の
逃
將

⑤

(拜
)
六
兒

:
爾
書
の
下
僕

　

(龍
)
留
兒
:
尚
書
の
妾
腹
の
子

〈情
節
展
開
〉

①

(
拜
)
世
隆
瑞
蘭
結
婚
の
湯
は
磁
州
廣
陽
鎭
招
商
店

(龍
)
世
隆
瑞
蘭
結
婚
の
場
は
湖
南
濾
湘
鎭
溏
湘
店

②

(拜
)
「雙
拜
月
」
は
世
隆
と
別
れ
た
瑞
蘭
が
瑞
蓮
と
共
に
行
な
う
コ

(龍
)
「雙
拜
月
」
は
世
隆
と
瑞
蘭
が
結
婚
の
誓
い
と
し
て
行
な
う
コ

③

(拜
)
世
隆
が
病
氣
に
な
っ
て
醫
者
を
呼
ぶ
。

(龍
)
世
隆
が
病
氣
に
な
っ
て
瑞
蘭
は
鋸
山
廟
海
瀞
に
夲
癒
所
願
を
す
る
。

④

(拜
)

(龍
)
黄
爾
書
は
世
隆
が
死
ん
だ
と
瑞
蘭
を
騙
す
。

一
六
六

⑤

(拜
)
瑞
蘭
は
團
圓
の
場
ま
で
状
元
が
世
隆
で
あ
る
事
を
知
ら
な
い
。

(龍
)
世
隆
は
杭
州
に
到
着
す
る
と
、
預
め
密
か
に
瑞
蘭
に
連
絡
を
と
る
。

⑥

(拜
)
世
隆

の
妹
瑞
蓮
は
興
幅
と
結
婚
す
る
。

(龍
)
世
隆

の
妹
瑞
蓮
は
探
花
賈
士
恩
と
結
婚

す

る
。
(買
士
恩
は
こ
こ
に
の
み

出
て
く
る
名
で
、
物
語
展
開
上
全
く
必
然
性
を
持
た
な
い
)

『龍
會
蘭
池
録
』
の
特
微
の
一
つ
は
、
『拜
月
亭
』
傳
奇
の
小
観
化
、
所
謂
ノ
ベ

ラ
イ
ゼ
ー
ゾ
ヨ
ン
で
あ
り
な
が
ら
、
當
時
の
戯
曲
小
説
の
改
變
に
あ
り
が
ち
な
本

歌
取
り
1

文
辭
や
表
現
の
踏
襲
を
行
な
っ
て
い
な
い
事
で
あ
る
。
物
語
の
繼
承

は
、
『龍
會
蘭
池
録
』
の
内
容
が

『拜
月
亭
』
の
話
で
あ
る
と
い
う
、
本
事

の
輪

郭
そ
の

一
點
に
の
み
接
し
、
文
字
テ
キ
ス
ト
接
觸
の
痕
跡
を
掴
ま
せ
な
い
の
で
あ

る
。
作
者
が
意
圖
し
て
か
し
な
い
で
か
、
大
ま
か
な
梗
概
に
據

っ
て
、
就
か
ず
離

れ
ず
の
ま
ま
叙
述
を
展
開
し
て
お
り
、
『拜
月
亭
』
の
あ
ら
筋
の
記
憶
、
或

い
は

觀
劇
し
た
實
演
に
觸
發
さ
れ
て
書
い
た
情
景
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た

『
龍
會
蘭
池
録
』
の
最
も
特
筆
す
べ
き
特
後

は
、
『
拜

月
亭
』
傳
奇
と
の
比
較
の
冒
頭
に
擧
げ
た
よ
う
に
、
そ
の
設
定
の
轉
換
に
あ

っ
た
。

『龍
會
蘭
池
録
』
に
云
う
:

時
に
金
、
元
兵
に
迫
ら
れ
、
中
都
よ
り
沖
に
徙
る
。
宋
の
邊
城
に
し
て
沐
に

ハ
　
　

近
き
は
、
又
、
金
兵
に
逍
ら
れ
杭
す
ゆ
光
州
固
始
の
黄
尚
書
復
家
、
衆
に
從

ひ
て
南
奔
す
。

當
時
、
中
華
の
地
は
北
に
金
、
南
に
南
宋
と
二
分
さ
れ
て
い
た
。
金
の
邏
都
に

よ
る
南
下
の
騒
亂
は
、
と
こ
ろ
て
ん
式
に
沐
梁
近
く
の
南
宋
人
を
も
更
に
南

へ
向

け
て
追
い
た
て
た
の
で
あ
る
。
『龍
會
蘭
池
録
』
に
於
け
る
發
想
の
轉
換

に
よ

っ

て
、
從
來
の

『拜
月
亭
』
で
侵
略
さ
れ
る
側
だ

っ
た
金
は
侵
略
す
る
側
と
な
る
。

金
の
人

々
が
夲
安
を
求
め
て
目
指
し
た
旅
の
到
逹
點
沐
梁
は
、
今
度
は
戰
亂
の
町

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
戰
災
に
家
を
棄
て
て
逃
げ

る
旅
の
出
發
點
と
な

っ
た
。
世



隆
は
、
臨
安
で
南
宋
の
科
擧
に
應
じ
て
状
元
と
な
る
。

異
民
族
王
朝
元
か
ら
中
華
の
地
を
漢
民
族
の
手
に
と
り
戻
し
た
明
王
朝
に
於
い

て
、
戰
亂
の
巷
に
花
険
く
戀
物
語
の
主
人
公
を
、
な
じ
み
の
な
い
異
民
族
王
朝
か

ら
同
胞
の
血
の
中

へ
呼
び
戻
そ
う
と
す
る
發
想
は
想
像
に
難
く
な
い
。
殊
に
、
北

方
の
異
民
族
や
地
理
に
な
じ
み
の
な

い
南
方
に
於
て
は
爾
更
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
發
想
は
、
ど
の
よ
う
な
流
傳

の
系
譜
を
形
成
し
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

②
弋
陽
腔
系

『拜
月
亭
』

嘉
靖
の
頃
魏
良
輔
が
改
良
し
た
崑
山
腔
は
、
そ
の
優
美
な
調
べ
が
讀
書
人
に
も

好
ま
れ
、
盛
ん
に
流
行
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
南
戯
の
中
心
を
占
め
る
に
到
る
。

崑
曲
に
據

っ
て
聲
律
を
重
親
す
る
沈
環
が

『還
魂
記
』
を
改
變
し
、
作
者
の
湯
顯

租
を
怒
ら
せ
た
と
い
う
の
も
、
崑
曲

の
攘
頭
を
示
す
逸
話
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
。

優
美
な
メ
ロ
デ

ィ
ー
に
よ
る
聲
律
理
論
を
支
柱
に
し
た
毘
曲
は
讀
書
人
の
愛
好
者

も
多
く
、
よ
っ
て
文
字
テ
キ
ス
ト
の
定
着
性
も
強
い
が
、
そ
れ
ま
で
に
行
な
わ
れ

て
い
た
弋
陽
腔
も
、
決
し
て
箆
山
腔

に
驅
逐
さ
れ
、
淌
滅
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
各
地
に
傳
わ

っ
て
土
地
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
と
結
び
つ
き
、
支
流
を
産
み
出
し
て

い
る
。
安
徽
に
傳
わ

っ
た
弋
陽
腔
は
、
池
州
、
青
陽
、
微
州
等
の
土
地
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
に
結
び
つ
き
、
青
陽
腔
、
徽
調
と
呼
ば
れ
る
聲
腔
を
産
ん
だ
。

崑
曲
隆
盛
の
中
で
、

こ
の
腔
調
が
必
ず
し
も
意
氣
淌
沈
し
て
い
た
わ
け
で
な
い

事
は
、
萬
暦
年
間
に
な

っ
て
、
徽
調
の
散
齣
集

(名
場
面
集
)
が
相
次
い
で
刊
行
さ

ま
し

ハ
ゆ
ね

れ
た
事
か
ら
う
か
が
え
よ
う
。
た
だ
、
「郷
語
を
錯
え
用
い
」、
通
俗
韵
で
あ

っ
た

と
い
う
か
ら
、
洗
練
優
美
を
好
む
讀
者
人
の
齒
に
は
合
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

從

っ
て
、
文
字
メ
デ
ィ
ア
に
依
據
す
る
類
の
も
の
で
は
な
く
、
よ
く
上
演
さ
れ
て

好
ま
れ
た
場
面
の
み
が
殘
る
流
傳
の
樣
相
を
呈
し
、
幾

つ
か
の
散
齣
が
残
る
の
み

で
あ
る
。

『拜
月
亭
』
傳
奇
流
傳
考

ハ
リ
リ

ω
新
钁
梨
園
摘
錦
樂
府
菁
華

明

・
劉
君
錫
輯

萬
暦
庚
子

(
一
六
〇
〇
)
書
林
三
槐
堂
王
會
雲
刻
本

卷
五
上
層

『拜
月
亭
』

「世
隆
曠
野
奇
逢
」
(目
録
題

「曠
野
奇
逢
」)
(
珍
》

②
鼎
钁
徽
池
雅
調
南
北
官
腔
樂
府
點
板
曲
大
明
春

明

・
程
萬
里
選

萬
暦
間
輻
建
書
林
金
魁
刻
本

卷
二
上
暦

『天
縁
記
』

「曠
野
奇
逢
」

③
新
刻
京
板
青
陽
時
調
詞
林

一
齷

明

・
黄
文
華
選
輯

萬
暦
新
歳
孟
冬
月
幅
建
書
林
葉
志
元
刻
本

卷

一
下
層

『奇
逢
記
』

「蒋
世
隆
曠
野
奇
蓮
」

ハ
レ
ヒ

㈲
新
錢
天
下
時
尚
南
北
新
調
堯
天
樂

明

・
殷
啓
聖
編

萬
暦
間
幅
建
書
林
熊
稔
寰
刻
本

下
卷
下
層

『拜
月
』
(版
心
題

『昇
月
亭
』)

「蒋
世
隆
曠
野
奇
逢
」

　
あ
り

⑤
新
刊
黴
板
合
像
滾
調
樂
府
官
腔
摘
錦
奇
音

明

・
聾
正
我
編

萬
暦
三
十
九
年

(
一
六
一
一
)
書
林
敦
睦
堂
張
三
懐
刻
本

卷
二
下
層

『幽
閨
記
』
(版
心
題

『
幽
居
記
』)

「
世
隆
兄
妹
散
失
」
(原
缺
)

一
六
七
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「世
隆
曠
野
奇
逢
」

「招
商
旅
店
成
親
」

ハ
お
り

⑥
新
鏝
天
下
時
爾
南
北
徽
池
雅
調

明
・
熊
稔
寰
編

萬
暦
間
輻
建
書
林
燕
石
居
主
人

〔熊
稔
寰
〕
刻
本

卷

一
上
層

『拜
月
記
』
(版
心
題

『奇
逢
記
』)

「誤
接
絲
鞭
」

以
上
の
よ
う
に
、
弋
陽
腔
系
黴
調
散
齣
集
の
中
に
最
も
多
く
收
録
さ
れ
て
い
る

の
は
、
「曠
野
奇
逢
」1

世
隆
と
瑞
蘭
が
名
前
の
聞
き
違
え
か
ら
出
會
う
場
面
で

あ
る
。
『奇
逢
記
』
な
る
別
題
が
見
う
け
ら
れ
る
事
か
ら
も
、
「蘭
」
と

「蓮
」
の

聞
き
蓮
え
に
よ

っ
て
偶
然
出
會

っ
た
二
人
が
手
に
手
を
と

っ
て
退
場
す
る
に
至
る

戀
の
驅
け
引
き
が
聽
衆
に
好
ま
れ
、
殘
存
力
を
發
揮
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
、
ま
ず
、
「曠
野
奇
逢
」
の
場
面
を
サ
ソ
プ

ル
に
し
て
、
前
述

ω
～
⑤
の
諸

本
を
、
世
徳
堂
本
第
十
九
折
、
世
徳
堂
本
を
受
け
繼
ぐ

『
樂
府
紅
珊
』
及
び
四
十

齣
本
の
代
表
と
し
て

『
六
十
種
曲
』
本

『定
本
幽
闔
記
』
第
十
七
齣
と
比
較
し
、

徽
調
に
於
け
る
受
容
の
樣
相
を
見
て
み
た
い
。

先
に
.
曲
牌
の
構
成
で
あ
る
が
、
表
を
參
照
さ
れ
た
い
。

弋
陽
腔
系
徽
調
五
種
に
は
、
世
徳
堂
本
系
に
は
見
え
る
が
六
十
種
曲
本
系
で
は

創
ら
れ
て
い
る

〔皇
羅
袍
〕
の
曲
が
收
録
さ
れ
て
い
る
。
更

に
こ
の

〔喜
羅
袍
〕

の
位
置
が
、
世
徳
堂
本
、
『樂
府
紅
珊
』
及
び

『樂

府
菁
革
』
『大
明

春
』
で

は

〔尾
聲
〕
の
前
に
置
か
れ
、『
詞
林

一
詞
』
『堯
天
樂
』
『摘
錦
奇
音
』
で
は

〔尾
聲
〕

の
後
に
置
か
れ
る
。
表
中
○
と
あ
る

の
は
、
弋
陽
腔
の
特
微
と
さ
れ
る

「滾
調
」

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
曲
の
前
後
或
い
は
中
間
に
ロ
語
的
な
韻
文
短
句
を
挿

入
し
て
、
節
回
し
よ
ろ
し
く
詠
誦
し
た
手
法
と
言
わ
れ
る
。
こ
こ
に
擧
げ
た
五
種

の
資
料
で
は
、
〔古
輪
臺
〕
曲
中
に
挿

入
が
見
ら
れ
る
。
『樂
府
菁
華
』
『大
明
春
』

成構牌曲　逢奇砥表

『摘

錦奇

音』

『堯

天
樂』

『詞

林
一

枝』

『
大明

春』

『樂

府菁

華』

『
樂
府紅

珊』

世徳

堂
本

六
十種

曲
本

箒

新

ω

ω

㈲
○
○

歸

8
繖。

膿

醗

箒
-㎞

-

㎞̀

鑒

響
㎞
「
㎞
「
箒
ω

㎞
r
欝
」
ド

ー㎞

慶
箒
ω

ω

蛾燈膜@蛾燈膜忽蛾燈膜但蛾燈膜忽蛾燈膜催蛾燈膜催蛾燈膜但蛾燈膜@

腔鴬㈲腔揃㈲腔揃㈲腔愉ω

=
ハ八

帯

㈲

哥
袍
く

★
順
羅

⑥
孝
葛

袍羅糂
ー
6
缶
袍羅⑥

㈲
袍羅㈲

㈲
袍羅漉

ー
伍
但
袍羅皇㈲

㈲
腔揃⑥

㈲
腔旬⑥

㈲
鰹肺
ー
6
但
腔揃㈲

㈲
腔揃⑤

㈲

袍羅皇⑤
⑧

㈲＼
騁⑤聲滬侮廱廻艤ぜ魄聲尾㎏魍㈲聲尾伍

中
に
は(生
)要
知
窈
窕
佳
人
意

盡
在
搖
頭
不
語
中

の

一
箇
所
の
み
だ
が
、
『詞
林

一
枝
』
『堯
天
樂
』
『摘
錦
奇
音
』
で
は
、

に
も
う

一
箇
所
、

(生
)正
是
愁
人
莫
向
愁
人
説

読
起
愁
人
愁
殺
人

の
句
が
見
え
る
。

そ
の
前



次
に
文
辭
の
繼
承
情
況
に
つ
い
て
、

例
示
の
諸
本
す
べ
て
に
見
ら
れ
る
曲
牌
の

中
か
ら
、
冐
頭

〔金
蓮
子
〕
の
曲
を
代
表
例
と
し
て
比
較
し
て
み
る
。

六
(旦
)古
今
愁
。
古
今
愁
。
誰
似
我
目
下
逍
樣
愁
。
聽
軍
馬
驟
。
聽
軍
馬
驟
。

人

(
亂
語
稠
。
向
深
林
中
逃
難
。
恐
有
人
捜
。

世
(且
)古
今
愁
。
誰
似
我
目
下
這
般
憂
コ
聽
馬
驟
人
閙
語
。
急
向
深
林
中
遯
。

只

(
怕
有
人
捜
。

紅
(且
)古
今
愁
。
誰
似
我
目
下
這
般
憂
。
聽
馬
驟
人
閙
語
。

急
向
深
林
中
避
。

只

怕
有
人
捜
。

菁
(旦
)古
今
愁
。
誰
似
想
我
目
下
逍
般
憂
。
聽
得
騒
人
閙
語
。
急
向
深
林
中
避
。

只
怕
有
人
捜
。

大
(旦
)古
今
愁
。
誰
似
我
目
下
這
般
憂
。
聽
馬
驟
人
閙
語
。

急
向
深
林
中
避
。

只

怕
有
人
捜
。

詞
(旦
)古
今
愁
。
誰
似
我
目
下
這
般
憂
。
聽
馬
驟
人
閙
語
。

急
向
深
林
中
避
。

只

怕
有
人
捜
。

ラ堯
(且
)古
今
愁
。
誰
似
我
目
下
這
般
憂
コ
聽
馬
驟
人
閙
語
。

急
向
林
中
避
。

恐
怕

有
人
捜
。

摘
(旦
)古
今
愁
。
誰
似
我
目
下
這
様
憂
噂
聽
馬
驟
人
閙
語
。

急
向
深
林
中
避
。
只

怕
有
人
捜
。

六
十
種
曲
本
の
み
が
大
き
く
か
け
離

れ
、
世
徳
堂
本
系
と
弋
陽
腔
系
五
種
が
似

リ
ズ
ム

通

っ
て
い
る
。
こ
の
相
違
は
、
六
十
種
曲
本
が
點
板
や
用
韻
重
硯
の
聲
律
調
整
に

從

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
崑
曲
に
據

っ
た
聲
律
派
沈
現
の

『
増
定
南
九
宮
曲

(
17
)

譜
』
も

こ
の
調
律
を
探
用
し
て
い
る
。

世
徳
堂
本
の
要
素
を
持
ち
つ
つ
、
改
變
の
痕
跡
を
示
し
た
も
の
で

は
、

〔撲
燈

蛾
〕
曲
中
の
賓
白
部
分
と

〔喜
羅
袍
〕
曲
が
あ
る
。
〔撲
燈
蛾
〕
は
、
母

と
は
ぐ

れ
た
瑞
蘭
が
世
隆
に
同
行
を
頼
む
場
面

で
あ
る
。
六
十
種
曲
本
で
は
、

『拜
月
亭
』
傳
寄
流
傳
考

(旦
)秀
才
、
侮
讀
書
也
不
曾
。
(生
)秀
才
家
何
書
不
讀
覧
。
(旦
)書
上
競
道
℃

惻
隱
之
心
、
人
皆
有
之
。

瑞
蘭

秀
才
殿
、
御
本
は
お
讀
み
?

世
隆

秀
才
た
る
も
の
讀
ま
ぬ
本
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

端
蘭

書
物
に
申
し
ま
す
。
誰
し
も
哀
れ
み
の
心
が
有
る
と
。

こ
の
よ
う
に
讀
書
人
の
道
徳
心
に
訴
え
か
け
る
。

一
方
、
世
徳
堂
本
系
及
び
弋
陽

腔
系
は

『詩
經
』
の
句
を
導
入
し
て
、
男
女
の
情
を
ほ
の
め
か
す
通
俗
韵
演
出
を

行
な
う
。
世
徳
堂
本
を
代
表
に
擧
げ
て
お
く
。

(旦
)弥
敢
是
讀
論
語
孟
子
、
不
曾
讀
毛
詩
。
(生
)毛
詩
如
何
道
。
(且
)窈
窕
淑

マ
マ

女
、
君
子
好
求
。

瑞
蘭

論
語
孟
子
は
お
讀
み
な
の
に
毛
詩
は
御
存
知
な
い
の
?

世
隆

毛
詩

に
な
ん
と
言
い
ま
す
?

瑞
蘭

窈
窕
た
る
淑
女
は
君
子
の
好
逑
た
り
、
と
。

同
じ
く

〔撲
燈
蛾
〕
に
は
、
六
十
種
曲
本
系
に
見
ら
れ
ぬ
逋
俗
的
演
出
に
、
瑞

蘭
が

「夫
妻
を
裝

っ
て
同
行
し
て
く
れ
」
と
言
い
だ
し
か
ね
て
、
謎
か
け
を
す
る

や
り
と
り
が
あ
る
。
世
徳
堂
本
で
は
、

(旦
唱
)怕
問
時
権
観
倣
夫
。
(生
白
)娘
子
読
話
好
輕
薄
、
小
生
是
黌
門
中
秀
才
、

怎
的
去
叫
我
倣
夫
。
(且
白
)不
是
倣
夫
、
夫
字
下
面
的
。
(生
白
)夫
字
下
面
的

不
是
夫
子
、
是
夫
人
。
(旦
白
)寃
家
、
他
明
明
知
道
、
故
意
詐
騙
奴
家
。
(唱
)

怕
問
時
權
説
倣
夫
妻
。

瑞
蘭
世
隆
瑞
蘭
世
隆
瑞
蘭

(唱
)
と
が

め
ら

る
れ

ば

、

ひ
と

ま
ず

倣
夫

…

…
。

に
ん
ぶ

淺
は
か
な
。
私
は
讀
書
人
、
な
に
ゆ
え
倣
佚
な
ど
と
。

に
ん
ぷ
倣
侠
で
は
あ
り
ま
ぜ
ぬ
。
夫
の
字
の
下
に
、

夫
の
字
の
下
に
、
夫
子
で
な
く
ば
、
こ
り
ゃ
夫
人
か
。

い
じ
わ
る

た
ぽ
カ

寃
家
、
御
承
知
の
く
せ
に
詐
騙
る
お
つ
も
り
ね
。
(唱
)と
が
め
ら
る
れ
ば
、

一
六
九
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ひ
と
ま
ず
夫
妻
と
申
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
演
出
も
、
弋
陽
腔
系
五
種
す
ぺ
て
に
繼
承
さ
れ
て
い
る
。

〔葛
羅
袍
〕
曲
は
、
同
じ
曲
牌
を
使

い
な
が
ら
、
全
く
文
辭
の
異
な
る
爲

二

種
の
型
が
あ
る
。
世
徳
堂
本
系
及
び

『樂
府
菁
華
』
『
大
明
春
』
で
は
、

(生
)漸
漸
紅
輪
西
下
。
見
林
稍
數
點
昏
鴉
。
前
村
燈
火
有
人
家
。
江
山
晩
景

堪
挿
盡
。
錦
堂
富
貴
玉
帳
榮
華
。
遭
逢
兵
火
勞
碌
波
渣
。
正
是
危
叢
致
取
千

金
價
。

(旦
)暗
想
溪
山
跋
渉
。
不
由
人
珠
涙
如
絲
。
鞋
弓
襪
小
歩
難
移
。
我
嬌
花

不

慣
風
搖
捜
。
天
將
燻
暝
。
欲
進
超
越
。
那
故
園
何
在
極
目
慘
悽
。
危
途
櫨
傲

資
身
計
。

と
そ
れ
ぞ
れ
の
嘆
き
が
唱
わ
れ
る
。
『
詞
林

一
枝
』
『堯
天
樂
』
で
は

(生
)千
般
憂
不
自
在
。
看
他
臉
皮
兒
生
得
多
人
愛
。
見
幾
個
在
林

中
躱
。
噌

兩
個
在
途
路
挨
。
侮
將
愁
眉
暫
展
開
。
憂
愁
放
下
懐
。
我
有
方
羅
柏
與
侮
媼

住
了
香
腮
。
(合
)珎
將
紐
扣
兒
鬆
。
羅
帶
兒
解
。
歹
也
麼
歹
。
哨
和
侮
商

量

取
。

一
歩
歩
趨
上
來
。

と
、
極
め
て
旦
譜
的
で
逋
俗
的
な
文
辭
が
用
い
ら
れ
、
ま
め
ま
め
し
く
世
話
を
や

き
、
い
た
わ
り
あ
う
、
く
だ
け
た
内
容
が
唱
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の

〔喜
羅
袍
〕
曲
は
、
『
摘
錦
奇
昔
』
で
更
に
改
變
さ
れ
て
い
る
。

『摘
錦
奇
音
』
の
編
者
聾
正
我
は
安
徽
歙
縣
の
人
で
、
こ
の
書
は
徽
調

の
發
生
地

で
編
輯
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
摘
錦
奇
音
』
の

〔孝
順
哥
帶
皇
羅
袍
〕
曲
は
、

我
將
汗
巾
兇
與
侮
盜
香
腮
。
珎
把
途
路
上
憂
愁
且
放
懊
。

と
い
っ
た
文
辭
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
詞
林

一
枝
』
『
堯
天
樂
』
系
の
血
を
引
き

な
が
ら
、
弋
陽
腔
系
五
種

の
う
ち
唯

一
、
世
隆
と
瑞
蘭
の
素
姓
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

　

　

　

　

(旦
白
)敢
問
、
君
子
家
居
那
裡
。
姓
甚
名

誰
。
(生
唱
)家
住
離
城
五
里
臺
。
蒋

世
隆
黌
門
中

一
秀
才
。
…
…
(生
白
)動
問
、
小
娘
子
家
居
那
裡
。
姓
甚
名

誰
。

一
七
〇

　

　

　

　

り

　

(旦
唱
)家
住
沐
梁
城
鼓
樓
街
。
我
参
参
朝
中
奉
欽
差
。

弋
陽
腔
系
諸
本
の
殘
存
情
況
は
、
積
極
的
に
宋
と
も
金
と
も
決
め
難
い
、
朝
代
の

ぼ
や
け
た
傾
向
の
散
齣
ば
か
り
殘

っ
て
い
る
。
そ
の
中
で

『摘
錦
奇
音
』
の

「曠

野
奇
逢
」
に
は
、
『龍
會
蘭
池
録
』
で
の
素
姓
と
は
異
な
る
が
、
沐
梁
の
人

世
隆

と
瑞
蘭
が
南
遷
す
る
宋
朝
故
事
系
の
發
想
が
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
か
ら
、
弋
陽
腔
系
微
調

へ
の
浸
透
は
、
世
徳
堂
本
が
受
け
繼
い
だ
舊

拜
月
亭
の
脈
流
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
中
で

『樂
府
菁
華
』

『大
明
春
』
と

『詞

林

一
枝
』
『堯
天
樂
』
『摘
錦
奇
昔
』
は
、
受
客
の
上
で
二
筋
の
系
統
を
示
す
コ
後

三
者
の
方
が
、
滾
調
や
逋
俗
表
現
の
導
入
に
、
よ
り
積
極
的
な
改
變
加
工
が
認
め

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
律
梁
か
ら
南
遜
す
る
世
隆
瑞
蘭
の
設
定
は
、
世
徳
堂

へ
流
れ

こ
む
舊
拜
月
亭
の
支
脈
が
い
ず
れ
か
の
時
點
に
弋
陽
腔
に
浸
透
し
、
『詞
林

一
枝
』

『
堯
天
樂
』
を
經
て

『
摘
錦
奇
音
』
に
つ
な
が
る
系
統
の
中
で
釀
成

さ
れ
、

發
現

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
補
足
と
し
て
、
弋
陽
腔
系
資
料
の
六
番
目
、
『徽
池
雅
調
』
を
擧
げ

て

お

き
た
い
。
こ
こ
に
收
録
さ
れ
た

「誤
接
絲
鞭
」
は
、
例
の
大
團
圓
直
前
世
隆
と
瑞

蘭
が
縁
談
承
諾
を
め
ぐ

っ
て
痴
話
喧
嘩
す
る
場
面
で
あ
る
。
收
録
の
曲
牌
は

〔月

兒
高
〕

一
曲
の
み
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
場
面
は
世
徳
堂
本
に
も
四
十
齣

系
諸
本
に
も
既
に
見
え
な
い
。
元
曲
版
の
第
四
折
及
び

『彙
纂
元
譜
南
曲
九
宮
正

始
』
と
嘉
靖
本

『舊
編
南
九
宮
譜
』
收
録
の
越
調
過
曲

〔二
犯
排
歌
〕
〔五
般
宜
〕

が
そ
れ
に
相
當
す
る
。

○
元
曲
第
四
折

〔
水
仙
子
〕
須
是
俺
狠
毒
爺
強
匹
配
我
成
姻
眷
、
不
刺
、
可
是
誰
央
及
像
箇

ム

コム

らム

ム
　

ム

ム

ム
　
ム

ム

ム

ム

ム
　

ム

蒋
状
元
、

一
投
得
官
也
接
了
絲
鞭
。
我
常
把
伊
思
念
、
侮
不
將
人
掛
戀
、
虧

ム

ム

ム

ム

ム

心
韵
上
有
天
。

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ム

〔胡
十
八
〕
我
便
渾
身
上
都
是
ロ
、
待
交
我
怎
分
辯
。
枉
了
我
情
脉
脉
、
恨



ム

ム

ム

ム

ム
　

ム

ム

ム

ム
　
ム
ロ

ム
　

ム

ム
ロ

ム

ム
　

ム

ム
　
ム
　

ム

ム

ム

ム
　
ム

ム

ム

綿
綿
、
我
書
忘
飮
饌
夜
無
眠
。
則
兀
那
瑞
蓮
、
便
是
置
見
、
怕
侮
不
信
后
沒

ム

ム

ム

ム

ム

人
處
問

一
遍
。

○

『彙
纂
元
譜
南
曲
九
宮
正
始
』

〔
二
犯
排
歌
〕
文
官
状
元
武
官
状
元
、
爾
姨
處
相
回
勸
、
不
想
這
答
兒
裏
重

ム

ム

ム

ム

ム

會
再
見
、
久
別
像
先
夫
是
誰
過
愆
、
早
忘
了
當
初
囑
付
言
、
侮
言
偏
、
我
意

ム

ム

るム

ム
　
ム

ム
　
ム
　
ム

ム
　

ム

ム
　
ム

ム

堅
、
方
纔
及
第
如
何
便
接
了
絲
鞭
、
有
的
話
兒
但
只
問
珎
妹
子
瑞
蓮
。

ム

ム

ム
　

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ム
ロ
ム

ム
　
ム
の
ム
ロ
ム
ロ

ム

ム

ム
ロ

〔五
般
宜
〕
他
爲
侮
晝
忘
食
夜
無
眠
、
他
爲
侮
凄
慘
慘
、
涙
漣
漣
、

天
数
像

重
完
聚
績
斷
絃
、
這
夫
妻
非
同
偶
然
、
奪
嫂
別
來
康
健
、
夫
妻
毎
倶
再
圓
、

伏
望
相
公
夫
入
作
箇
周
全
。

○

『徽
池
雅
調
』

〔丹
兒
高
〕
(旦
)文
官
状
元
郎
武
官
状
元
郎
、
兩
下
皆
歡
暢
。
…
…
侮
的
話
兒

ム

ム
ロ

ム
コ

ム

ム

ム
コ

ム

ム

ム

偏
偏
記
得
。
我
韵
話
兒
今
在
那
里
。
看
將
來
、
侮
是
負
心
人
、
歹
心
偏
、
奴

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ム

意
堅
、
侮
若
不
肯
信
、
有
甚
話
見
又
可
問
珎
家
妹
妹
瑞
蓮
。
自
從
那
日
分
別

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ロム

ム

ム
　

ム
　
ム

ム

ム

ム

ム
　

後
、
奴
爲
侮
晝
忘
食
夜
無
眠
、
情
切
切
、
泪
漣
漣
。
:
:

「私
は
心
變
わ
ら
ず
あ
な
た
を
思

っ
て
、
寢
食
を
忘
れ
涙
に
く
れ
て
い
た

の
に
、

あ
な
た
は
薄
情
な
方
。
嘘
だ
と
思
う
な
ら
瑞
蓮
に
聞
い
て
ち
ょ
う
だ

い
。」
瑞
蘭

の
訴
え
は
元
曲
か
ら
舊
拜
月
亭
に
傳
わ
り
、
世
徳
堂
本
が
出
る
頃
に
は
姿
を
淌
し

た
が
、
弋
陽
腔
の
流
れ
を
く
む
徽
調

の
中
に
は
殘

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
徽
調
に
は
世
徳
堂
本
に
も
殘
ら
ぬ
古
い
面
貌
も
傳
わ

っ
て
お
り
.

散
齣
集
が
出
版
さ
れ
る
の
は
萬
暦
に
入

っ
て
か
ら
だ
が
、
流
入
は
か
な
り
以
前
か

ら
始
ま

っ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
か
ら

『摘
錦
奇
音
』
に
至
る
ど

こ
か
の
時
點
で
、
世
隆
と
瑞
蘭
は
金
朝
人
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

③
地
方
戯

山昆
曲
が
歌
劇
の
メ
ロ
デ

ィ
の

一
派
を
指
し
、

『拜
月
亭
』
傳
奇
流
傳
考

且
つ
そ
の
メ
ロ
デ

ィ
に
據

っ
て
成

立
し
て
い
る
劇
種
を
も
指
す
の
と
同
樣
、
弋
陽
腔
も
元
來
聲
腔
で
あ
り
且
つ
劇
種

で
あ

っ
た
。
明
の
嘉
靖
頃
安
徽
の
み
な
ら
ず
、
南
京
、
北
京
、
幅
建
、
廣
東
、
湖

ハ
ね
　

南
等
の
各
地
に
廣
く
流
行
し
た
。
そ
の
後
、
崑
曲
の
勢
い
に
押
さ
れ
る
が
、
康
煕

乾
隆
の
頃
に
は

「南
崑
北
弋
東
柳
西
都
」
と
四
大
劇
種
の

一
つ
に
稱
さ
れ
、
そ
れ

を
最
後
に
、
獨
立
し
た
劇
種
と
し
て
は
絶
滅
し
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
曲
腔

は
各
地
の
民
間
曲
と
接
觸
し
て
、
現
代
に
至
る
地
方
戯
の
中
に

「高
腔
」
と

い
う

聲
腔
支
系
を
殘
し
た
。
現
代
の
川
劇
、
湘
劇
、
婪
劇
、
鞍
劇
等
の
劇
種
に

「高
腔
」

が
傳
え
ら
れ
て
い
る
。

弋
陽
腔
の
影
響
を
受
け
た
現
代
の
地
方
戯
の
中
に
、
『拜
月
亭
』
は
ど

の
よ
う

に
繼
承
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
う

一
つ
の
拜
月
亭
i

宋
朝
故
事
の
系
譜

は
、
江
西
の
東
河
戯
高
腔
と
四
川
の
川
劇
高
腔
に
見
出
す
こ
と
が
出
來
る
。

ω

『
中
國
地
方
戯
曲
集
成

・
江
西
卷
』
中
國
戯
劇
出
版
沚

一
九
六
二

「搶
傘
」
(束
河
戯
高
腔
)

ω

『
川
劇
』
重
慶
市
戯
曲
曲
藝
改
進
會
編

重
慶
人
民
出
版
瓧

一
九
五
四
ー

一

九
五
六

卷
三

「踏
傘
」
(高
腔
)
新
川
劇
院
編
導
組
修
改

卷
十
七

「雙
拜
月
」
(高
腔
)
陽
友
鶴
、
劉
成
基
修
改

卷
二
十
二

「請
醫
」
(高
腔
)
周
企
何
、
李
文
傑
等
整
理

㈲

『
川
劇
喜
劇
集
』
中
國
戯
劇
出
版
瓧
編
輯
出
版

一
九
六

一

「請
醫
」
(高
腔
)
周
企
何
、
李
文
傑
等
整
理

(㈹
と
同

一
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
)

こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
明
版

『
拜
月
亭
』
の
面
影
が
よ
く
殘

っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
東
河
戯
高
腔

「搶
傘
」
の

瑞
蘭

咳
呀
君
子
呀
、
侮
可
曾
讀
過
詩
書
?

世
隆

黌
門
秀
才
何
書
不
讀
?
娜
書
不
曉
?

瑞
蘭

是
呀
!
(唱
)漑
讀
聖
賢
書
、
必
逹
周
公
禮
。
惻
隱
之
心
人
皆
有
、

一
七
一

君



日
本
中
國
學
會
報

第
三
十
九
集

子
呵
!
・怎
不
與
我
相
周
濟
?

や
川
劇
高
腔

「踏
傘
」
の

瑞
蘭

君
子
請
聽
:
(唱
)君
子
熟
讀
聖
賢
書
、
必
逹
周
公
禮
。

人
皆
有
之
。
…
…
君
子
呵
!
何
不
與
奴
相
周
濟
?

は
、
前
出

〔撲
燈
蛾
〕
曲
中
の

一
部

で
あ
る
。
又
、

蘭
が

「夫
妻
」
と
言
え
ぬ
恥
ず
か
し
さ
に
、
「夫
」

を
か
け
、
世
隆
の
鈍
い
反
應
に
じ
れ
る
や
り
取
り
が
あ
る
。
「夫
」

側
隱
之
心
、

同
じ
く
こ
の
二
種
に
は
、
瑞

の
字
の
下
に
も
う

一
字

と
謎

の
字

を
と
り

違
え
て
と
ん
ち
ん
か
ん
な
返
事
を
す
る
世
隆
の
お
と
ぼ
け
は
趣
向
樣

々
だ
が
、
そ

こ
で
瑞
蘭
が

我
看
侏
明
明
知
道
夫
妻
二
字
、

故
意
的
爲
難
我
。

(東
河
戯
高
腔

「搶
傘
」)

那
君
子
明
明
知
道
夫
妻
二
字
、
假
意
不
知
、
故
意
問
我
。
(川
劇
高
腔

「踏
傘
」)

「知

っ
て
る
く
せ
に
意
地
惡
ね
」
と
唱

っ
て
、
聽
衆
は
湧
い
た
で
あ
ろ
う
。

既

に

邇
ぺ
た
よ
う
に
、
こ
の
演
出
は
四
十
齣
本
系
に
は
見
え
ず
、
世
徳
堂
本
及
び
弋
陽

腔
系
徽
調
の
中
に
殘
さ
れ
て
い
る
。

更
に
川
劇
高
腔

「踏
傘
」
に
は
、

瑞
蘭
世
隆
瑞
蘭
世
隆
瑞
蘭
世
隆
瑞
蘭
世
隆

君
子
侮
可
曾
讀
過
書
?

何
書
不
讀
、
邸
書
不
曉
。

那
我
就
要
盤
侮
。

請
盤
。

關
關
誰
鳩
.

在
河
之
洲

窈
窕
淑
女

(作
羞
齢
り

君
子
好

(故
意
地
)
ー

「來
」
ー

と
い
っ
た
世
徳
堂
本
か
ら
弋
陽
腔
系
徽
調
に
流
れ
た
演
出
が
應
用
さ
れ
て
い
る
。

以
上
は
若
い
男
女
の
戀
の
か
け
ひ
き
を
演
出
し
た
も
の
で
、
改
變
さ
れ
た
四
十
齣

輔
七
二

系
に
は
見
ら
れ
な
い
通
俗
的
手
法
が
、
こ
の
ル
ー
ト
で
は
聽
衆
に
好
ま
れ
、
弋
陽

腔
の
脈
流
中
に
演
出
を
膨
ら
ま
せ
て
い
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

ち
な
み

に

『綴
白

裘
』
十
集
卷
三
所
收
の
毘
曲

『
幽
閨
記
』
「
踏
傘
」
の
場
面
に
は
、
「夫
妻
二
字
」

の
演
出
も

「詩
經
」
の
演
出
も
見
え
な
い
。
皇
曲
の
脈
流
の
う
ち
に
は
、
や
は
り

定
着
力
を
發
揮
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、

こ
れ
ら
高
腔
テ
キ
ス
ト
に
傳
わ
る
宋
朝
故
事
の
系
譜
を
見
て
み
た
い
。

東
河
戯
高
腔

「搶
傘
」
で
は
、
ま
ず

瑞
蘭

君
子
請
聽
:
(唱
)都
只
爲
那
金
國
作
亂
、
那
金
國
造
反
、
家
家
逃
生
、

戸
戸
逃
難
。

と
金
の
侵
略
が
唱
わ
れ
、

世
隆

也
不
知
侮
奪
姓
大
名
、
家
住
娜
里
?

　

つ

　

　

り

り

瑞
蘭

君
子
請
聽
・
(唱

〔犯
香
羅
帶
〕)
家
住
在
、
沐
京
城
鼓
樓
街
。
姓
王
名

瑞
蘭
、
我
本
是
闔
閣

一
裙
釵
。

世
隆

令
奪
?

マ
で

瑞
蘭

(唱
)釜
ン参
在
朝
奉
君
差
。

瑞
蘭

請
問
君
子
高
姓
大
名
、
家
住
邸
里
?

　

む

　

　

　

　

世
隆

大
姐
請
聽

:
(唱
)家
佳
在
、
倪
城
縣
五
里
牌
。
姓
蒋
名
世
隆
、
我
本

是
黌
門
之
中

一
秀
才
。

こ
の
設
定
は

『摘
錦
奇
昔
』
の

「曠
野
奇
逢
」
と
同
じ
で
あ
る
。

川
劇
高
腔
で
も

「踏
傘
」
で

　

む

　

む

む

　

　

世
隆

離
城
五
里

一
界
牌
。
生
姓
蒋
名
世
隆
、

瑞
蘭

家
住
在
東
京
城
郊
西
關
外
、

我
不
才
黌
門
之
中

一
秀
才
。

　

　

　

　

　

り

　

家
住
在
東
京
城
内
鼓
樓
街
、

本
是
闘
閣
中

一
裙
釵
。

門
前
植
有

一
樹
槐
。
奴
姓
王
名
瑞
蘭
、



と
唱
わ
れ
る
他
、
「踏
傘
」
及
び

「雙

拜
月
」
で

　

む

　

ゆ

兵
荒
馬
亂
、
沐
梁
遭
難
、
家
家
逃
生
、
戸
戸
逃
難

と

一
貫
し
て
宋
朝
故
事
系
の
設
定
を
示
す
。
『摘
錦
奇
音
』
に
現
れ
た
宋
朝

故
事

の
系
譜
は
、
弋
陽
腔
の
傳
播
に
拌

っ
て
、
支
脈
高
腔
の
中
に
引
き
つ
が
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

更
に
、
川
劇
高
腔

「
請
醫
」
の
場
面
は
、
世
隆
が
瑞
蘭
と
結
婚
し
た
後
病
床
に

伏
す
招
商
店
の
場
所
を
、
店
の
圭
人
黄
公
に

　

　

　

我
們
這
瀟
湘
鎭
就
是
四
通
八
逹
的
來
往
要
道

と
言
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は

『龍
會
蘭
池
録
』
の

還
照
の
間
、
方
に
濾
湘
鎭
に
至
る
。
呂
文
徳
、
初
め
て
鎭
尉
と
爲
り
、

一
方

倚
り
て
金
城
と
爲
す
。
士
民
安
堵
し
、
市
肆
行
商
多
く
其
の
間
に
叢
聚
す
。

と
い
う
設
定
に
符
合
す
る
。
『龍
會
蘭

池
録
』
の
こ
の
設
定
が
筆
者

の
獨
創

に

よ

る
も
の
か
、
既
に
あ

っ
た
も
の
を
受
容
し
た
の
か
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
宋
朝
故
事
の

系
譜
に
抱
き
あ
わ
せ
ら
れ
て
、
流
傳

の
過
程
に
忍
び
こ
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
世
徳
堂
本
に
傳
わ
る
舊
拜
月
亭
か
ら
弋
陽
腔
系

『摘
錦
奇
音
』

へ
の
脈
流
中
に
發
現
し
た
宋
朝
故
事

の
系
譜
は
、
崑
曲
系
テ
キ
ス
ト
で
の
改
變
に

於
て
は
創
ら
れ
た
通
俗
的
演
出
の
流
傳
と
共
に
、
弋
陽
腔
支
系
腔
の
傳
播
に
よ
っ

て
地
方
戯
の
中
に
傳
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

補
足
す
る
に
、
頼
炎
元
氏
が

『四
大
傳
奇
及
東
南
亞
華
人
地
方
飾
甘
申
に
紹
介

し
た
、

マ
レ
ー
ソ
ア
に
殘
る
八
和
會
館
抄
本
粤
劇

『
雙
仙
拜
月
亭
』
で
は
、
設
定

が
宋
の
遷
都
を
舞
臺
に
、
宋
の
尚
書
王
鎭
の
娘
瑞
蘭
と
書
生
世
隆
の
戀
物
語
が
語

ら
れ
る
。
但
し
、
移
動
は
沖
梁
に
向
け
て
で
あ
る
。
世
隆
と
義
兄
弟
に
な
る
金
人

陀
滿
興
幅
も
秦
興
輻
と
漢
族
ら
し
い
名
の
り
を
あ
げ
る
。
劇
の
後
孚
は
、
投
身
自

殺
を
計

っ
て
救
わ
れ
た
世
隆
と
、
世
隆
が
死
ん
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
瑞
蘭
が
玄

妙
觀
で
再
會
す
る
と
い
う
、
似
て
も
似
つ
か
ぬ
筋
に
な
る
。
こ
の
粤
劇
が
、
直
接

『拜
月
亭
』
傳
奇
流
傳
考

弋
陽
腔
の
影
響
を
受
け
た
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
頼

炎
元
瑶

も
、
南
戯

『拜
月
亭
』
と
の
違
い
の
第

一
を
、
民
族
意
識
に
基

い
た
、
金
朝
故
事
か
ら
宋
朝

故
事

へ
の
改
變
に
由
來
さ
せ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
主
人
公
を
同
胞
の
血
に
還
元
し

よ
う
と
す
る
受
容
の
姿
勢
が
受
け
繼
が
れ
て
い
る
事
は
、
指
摘
し
て
お
く
べ
き
で

あ
ろ
う
。

④
設
唱
俗
曲

読
唱
文
學
で
は
、
ま
ず
、
蘇
州
、
上
海
を
中
心
に
流
行
し
た
彈
詞
と
北
京
、
東

北
を
中
心
に
流
行
し
た
子
弟
書
の
中
に

『拜
月
亭
』
の
演
目
が
見
ら
れ
る
。(20
》

彈
詞
の
テ
キ
ス
ト
は
、
復
旦
大
學
圖
書
館
所
藏
の

『
幽
閨
記
』
鈔
本
一
一卷
で
、

首
尾
完
結
し
た
ス
ト
ー
リ
!
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

大
元
天
子
登
龍
位

権
在
中
華
管
萬
民

マ
マ

只
因
胡
馬
紛
紛
冦

分
分
離
亂
苦
良
民

君
王
要
遷
王
都
地

汁
梁
建
國
立
乾
坤

(
一
葉
表
)

と
元
兵
に
追
わ
れ
て
沐
梁
に
遷
都
す
る
金
朝
故
事
系
の
設
定
で
語
り
出
さ
れ
、

且
親
園
中
是
甚
人

單
生
一
子
世
隆
身

且
読
尚
書
王
佐
臣

番
邦
去
探
虎
狼
兵

忙
歸
府
内
別
夫
人

と
南
戯
に
沿

っ
て
圭
要
登
場
人
物
が
設
定
さ
れ
る
。

這
里
便
是
廣
陽
鎭

で
あ
り
、
瑞
蘭
を
蓮
れ
た
王
爾
書
と
瑞
蓮
を
連
れ
た
夫
人
が
合
流
す
る
場
所
も

「孟
津
驛
」
と
南
戯
を
繼
承
し
て
い
る
。
後
牛
も
、
王
徇
書
が
世
隆
の
縁
談
拒
絶

の
譯
を
聞
い
て
思
い
営
た
る
節
が
あ
り
、
娘
を
屏
後
に
潜
ま
せ
て
面
通
し
を
さ
せ

應
昌
府
中
蒋
員
外

有
妹
瑞
蓮
年
十
八

(
一
葉
裏
)

君
王
差
往
邊
遠
去

天
朝
主
意
難
違
逸

更
有
瑞
蘭
絞
小
姐

(四
葉
裏
)
一
一人
の
婚
姻
の
場
は
、

此
處
招
商
店
内
間

一
七
三



日
本
中
國
學
會
報

第
三
十
九
集

る
と
い
う
、
六
十
種
曲
本
系
の
演
出
が
と
ら
れ
て
い
る
。
世
徳
堂
本
で
も
面
通
し

の
演
出
は
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
世
隆
が
縁
談
を
受
け
入
れ
て
し
ま
う
爲
、
妻
と
引

き
裂
か
れ
た
身
の
上
話
を
し
て
爾
書

の
注
意
を
喚
起
す
る
場
面

は
な

い
。
彈
詞

『
幽
閨
記
』
は
、
新
拜
月
亭
系
統
の
影
響
を
直
接
受
け
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

彈
詞

の
流
行
し
た
蘇
州
上
海
の
地
は
崑
曲
隆
盛
の
中
心
地
で
も
あ
る
か
ら
、
そ
の
器
を

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
繼
い
で
も
不
思
議
は
あ
る
ま
い
。ロの
り

一
方
、
子
弟
書
の
方
は
、
關
徳
棟
編

『子
弟
書
叢
鈔
』
に
清

・
百
本

張
鈔
本

「奇
逢
」
と
清

・
別
埜
堂
鈔
本

「
劉
高

手
治
病
」
の
二
場
面
が
收
録
さ
れ
て
い
る
。

「奇
逢
」
で
は
、
冐
頭
で
、

大
宋
山
河
氣
敗
衰

金
兵
戎
馬
蕩
塵
埃

と
金
兵
に
蹂
躙
さ
れ
る
宋
の
情
景
か
ら
説
き
お
こ
さ
れ
る
。
瑞
蘭
と
世
隆

の
素
姓

も

　

り

　

む

　

　

む

王
瑞
蘭
破
紅
露
玉
低
聲
兒
應
、
説
家
住
在
汁
梁
城
内
鼓
樓
街
。
姓
王
名
瑞
蘭

痴
長
十
七
歳
、
父
在
朝
中
奉
欽
差
。
不
意
金
兵
來
犯
魔
、
我
母
女
相
依
逃
難

來
。

で
あ
り

　

　

ロ

む

　

ロ

ゆ

世
隆
説
家
住
在
沐
梁
城
外
五
里
臺
。
姓
蒋
名
世
隆
虚
度
十
九
歳
、
我
本
是
黌

門

一
秀
才
。

と
い
う
。
『摘
錦
奇
音
』
か
ら
高
腔
に
傳
わ
る
宋
朝
故
事
の
系
譜
が
、
固
有
名
詞

も
そ
の
ま
ま
に
引
き
つ
が
れ
て
い
る
。

宀
箆
)

こ
の
他
に
、
廣
東
に
流
行

っ
た
龍
舟
歌
で
は
、
『中
國
俗
曲
總
目
』
所
收
の
以

文
堂
本

『
閨
諫
瑞
蘭
』
に

可
恨
金
兵
造
反
、
擾
亂
沐
京
、
母
女
逃
難

の
設
定
が
見
ら
れ
る
。
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
藏
廣
東
曲
本
所
收
富
桂
堂
版

『新
出
齷
舟
歌
瑞
蘭
許
愿
』
で
は
、
金
兵
に
追
わ
れ
湖
南
に
落
ち
の
び
た
ヒ
ロ
イ

一
七
四

む

り

ゆ

ソ
黄
瑞
蘭
が
、
病
床
の
蒋
世
隆
の
爲
に
願
か
け
を
す
る
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
設
定
は
今
の
と
こ
ろ

『
龍
會
蘭
池
録
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
戯
曲
の
流
傳
で

は
願
か
け
は
無
く
、
藪
醫
者
を
呼
ぶ

「請
醫
」
の
場
面
が
次
第
に
獨
立
し
た
滑
稽

戯
に
ま
で
膨
ら
ん
で
ゆ
く
。
宋
朝
故
事
流
傳
の
ル
ー
ト
に
は
、
『龍
會
蘭

池
録
』

に
直
接
影
響
さ
れ
た
道
す
じ
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ハ　

時
調
俗
曲
で
は
、
『霓
裳
績
譜
』
卷
八
所
收
の
夲
岔
帶
戯
殘
曲

「曠
野
奇
逢
」
淋
、

　

　

り

　

　

む

家
住
在
沐
梁
城
鼓
樓
街
、
姓
王
名
瑞
蘭
、
我
本
是
不
出
閨
門

一
女
孩
、
我
参

参
在
朝
内
奉
欽
差
。

ハ
ふ
ロ

を
傳
え
る
他
、
清

・
華
廣
生

『白
雪
遺
音
』
卷
二
の
馬
頭
調

「祉
傘
」
其
二
及
び

『霓
裳
績
譜
』
卷
六

〔環
字
寄
生
草
〕
曲
が

「
沐
梁
的
瑞
蘭
來
逃
難
」
と
傳
え
る
。

以
上
擧
げ
た
の
は
、
設
唱
俗
曲
中
に
積
極
的
に
宋
朝
故
事
の
系
譜
を
殘
す
も
の

の
み
で
あ
る
。
他
に
も
多
く
の

『拜
月
亭
』
の
演
目
は
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
ほ

と
ん
ど
朝
代
を
確
定
さ
せ
る
證
據
を
残
さ
ず
、
む
し
ろ
彈
詞
の
よ
う
に
積
極
韵
に

金
朝
故
事
系
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
は
ま
ず
見
當
た
ら
な
い
。
即
ち
、
読
唱
俗
曲

に
見
ら
れ
る
お
お
よ
そ
の
傾
向
は
、
朝
代
を
ぼ
か
し
て
し
ま
う
か
或
い
は
積
極
的

に
宋
朝
故
事
系
を
主
張
す
る
か
の
方
向
を
取
る
。
そ
こ
に
は
、
口
承
の
間
に
物
語

を
こ
ろ
が
し
て
ゆ
く
民
衆
の
心
性
が
圭
人
公
の
漢
民
族

へ
の
呼
び
戻
し
に
働
き
か

け
る
と
い
う
、
受
容
の
過
程
を
見
る
事
が
出
來
る
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

元
曲
に
始
ま
る
金
朝
人
王
瑞
蘭
、
蒋
世
隆
の
物
語
は
、
南
戯
に
傳
わ

っ
て
現
代

に
至
る
長
い
流
徳
あ

過
程
中
、
恐
ら
く
遲
く
と
も
萬
暦
初
頃
に
は
、
設
定
に
發
想

の
轉
換
が
起
こ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
痕
跡
と
な

っ
て
現
れ
る
の
は
、
萬

暦
期
の

『龍
會
蘭
池
録
』
と
弋
陽
腔
系
徽
調
散
齣
集

『摘
錦
奇
音
』
に
於
て
で
あ

る
。
宋
朝
故
事

へ
の
轉
換
に
は
、
中
華
の
地
を
漢
民
族
王
朝
の
手
に
と
り
戻
し
た



～

明
の
民
衆
が
、
よ
り
親
密
感
を
求
め
て
、
主
人
公
を
同
胞
の
血
に
と
り
こ
も
う
と

す
る
精
紳
の
働
き
が
あ

っ
た
だ
ろ
う
。

流
傳

の
背
景
に
は
、
ま
だ
文
字
定
着
力
が
弱
く
、
そ
れ
だ
け
に
可
塑
韵
で
あ

っ

た
舊
拜
月
亭
の
脈
流
が
、
二
筋
の
軌
跡
を
殘
し
た
。

一
方
で
整
理
さ
れ
定
本
化
す

る
事
、
即
ち
文
字
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
定
着
す
る
方
向

へ
む
か
い
、

一
方
で
、
口

承
性
の
強

い
、
庶
民
レ
ベ
ル
の
メ
デ

ィ
ア
で
働

い
て
い
た
弋
陽
腔
や
説
唱
文
藝
に

な
だ
れ
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
枝
分
か
れ
は
、
文
字

メ
デ
ィ
ア
の
硬
直
性
が
テ

キ
ス
ト
校
定
に
よ
る
聲
律
、
文
辭

の
定
本
化
に
向
き
、
口
承
メ
デ
ィ
ア
の
柔
軟
性

が
そ
の
時
そ
の
地
の
民
衆
の
受
け
入
れ
や
す
さ
に
順
應
し
た
痕
跡
と
も

い
え
よ
う
。

宋
朝
故
事
の
系
譜
は
、
菎
曲
の
流
行
に
よ
る
改
變
繼
承
の
中
で
は
取
り
入
れ
ら

れ
な
か

っ
た
。
或

い
は
重
要
靦
さ
れ
な
か

っ
た
の
だ
が
、

一
方
で
こ
れ
を
根
強
く

傳
え
て
い
く
力
が
働
い
て
い
る
。
そ

こ
に
は
、
嘉
靖
萬
暦
以
來
の
弋
陽
腔
系
戯
曲

と
補
足
す
る
に
誂
唱
文
藝
の
傳
播
力
が
大
い
に
預

っ
て
い
る
。
金
の
中
都
の
人
世

隆

・
瑞
蘭
の

『
拜
月
亭
』
と
、
宋

の
沐
梁
の
人
世
隆

・
瑞
蘭
の
も
う

一
つ
の

『拜

月
亭
』
は
、
菎
曲
系
と
弋
陽
腔
系
の
傳
播

ル
ー
ト
を
軸
と
し
、
讀
書
人
に
も
愛
好

者
の
多
い
文
字
定
着
性
の
強
さ
と
庶
民
に
浸
透
し
た
口
承
性
の
柔
軟
さ
、
洗
練
と

通
俗
、
中
央
文
化
へ
の
集
中
性
と
地
域
文
化

へ
の
擴
散
性
と
い
っ
た
メ
デ

ィ
ア
の

文
化
韵
二
層
構
造
の
中
で
、
か
な
り
明
確
に
分
離
し
た
ま
ま
同
時
夲
行
的
に
傳
わ

っ
て
來
た
と
考
え
ら
れ
る
。

マ
マ

注
(1
)

「臆
論
」
:
「茲
選
倶
集
大
暦
至
正
間
諸
名
人
所
著
傳
奇
數
套
。
原
文
古
調
、

章
程
、
故
寧
質
母
文
、
間
有
不
足
、
則
取
明
初
者

一
二
以
補
之
。」

(
2
)

『善
本
戯
曲
叢
刊
』
影
印

(王
秋
桂
主
編
、
台
灣
學
生
害
局
、

一
九
八
四
)

(
3
)

『内
蒙
古
大
學
學
報
』
一
九
七
八
年
二
期

(
4
)

『文
獻
』
一
九
八
六
年

一
期

『拜
月
亭
』
傳
奇
流
傳
考

以
爲

(
5
)

『善
本
戯
曲
叢
刊
』
影
印

(
6
)

『善
本
戯
曲
叢
刊
』
所
收

據
大
英
圖
書
館
藏
本
影
印

(7
)

コ
國
色
天
香
』
卷
二
下
暦

『劉
生
覓
蓮
記
』
小
読
に
云
う
:
「因
至
書
坊
得
話
本
、

特
特
與
生
觀
之
。
見

昊

縁
奇
遇
』、
鄙
之
日
、
獸
心
狗
行
、
喪
盡
天
眞
、
爲
此
話

で
マ

本
其
無
後
乎
。
見

『
茘
支
奇
逢
』
及

『
懐
春
雅
集
』
、
留
之
。
」
小
醗
中

「
話
本
」
と

稱
さ
れ
る
書
名

は
、
全
て
當
時

の
長
篇
文
言
小
設

で
あ
る
。

(
8
)

こ
の
書

の
版
本
は
多
い
が
、

こ
れ
が
現
存
最
古

で
あ
ろ
う
。
大
塚
秀
高

「
明
代
後

期

に
於
け
る
文
言
小
説

の
刊
行

に
つ
い
て
」

(
『東
洋
文
化
』
六
十

U
、

ゴ
九
八

一
、

三
)

に
版

本
考
が
詳
し
い
。
ロ

(
9
)

原
文

「
又
迫
金
兵
而
杭
」
。

「東
す
」
「
西
す
」

の
よ
う

に
方
向
性
を
含

む

動

詞

と

し
て
杭
州
の

「
杭
」
を
用

い
た
か
?

(
10
)

明

・
顧
起
元

『
客
座
贅
謹
題

卷
九

(
11
)
～

(
16
)
『
善
本
戯
曲

叢
刊
』
影
印
。
(
11
)

の
原
本

は
英

國

◎
旨

飢
口
&
一9
§

じ
年
㎝ξ

藏
。
(
12
)
奪
經
閣
文
庫
藏
。

(
13
)
と

(
15
)

は
内

閣

文
庫

藏
」
(
14
)

(
16
)
據

合
刻

『
秋
夜
月
怠

(
一
九
三
?
年
中

國
書
店
景
印
本
)

(
17
)

『増
定
南
九
宮
曲
譜
』
卷

十
二

「
拜
月
亭
」
〔金
蓮
子
〕
曲
詳

:
「
『驟
』
字

『
砧
』

字
乃
句
中
暗
用
韻
、
古

人
所
謂
短
柱
者
也
。
豈
可
不
點
板

作

一
句
、

而
竟

帶

遏

去

耶
。
」
こ
れ
に
饗
し
、
元
譜

に
擦

る

『
九
宮
正
始
』
は
、

「斯

言
飃
善
、
但

詞

隱

先

生

査
勘
獪
未
遍
也
。
按
元
詞
古
曲
於

『驟
』
字

『暫

字
處
、
儘
有
不
用
韻
者
、
不
必

拘
之
。
』
と
古
曲

の
聲
律
緩

や
か
な
る
を
遞

べ
て
い
る
。

(
18
)

明

・
徐

渭

『
南
詞
叙
録
』
・・
「今
唱
家
稱

『
弋
陽
腔
』
、
則
出
於
江

西
、

兩

京
隔

湖

南
、
聞
、
廣
用
之
。
」

(
19
)

王
忠
林
、
皮
迹
民
、
頼

炎
元
、
謝
雲
飛
合
著
、
南
洋
大
學
亞
州
文
化
研
究
所
刊
、

ン
ソ
カ
ポ
ー
ル
、

一
九
七
二
。

こ
の
書
は
東
大
東
文
研
田
仲

輔
成

教
授

の
御
教
示
に

擦
る
。

(
20
)

二
卷
二
册
五
十
七
葉

(
上
册
三
十
四
葉
、
下
册
二
十
三
葉
)
、
無
邊

無
界
、

牛

葉

九
行
二
十

一
字

(
七
冒
句
三
句
)
、
讃
十
字

一
行
二
十
字

(十
言
句
二
句
)
。

一
七
五
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